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1995

DSLの普及 

FTTHの普及 

2000 2005

★電気通信事業法改正（規制緩和・公正競争の促進） 
第3世代携帯電話の普及 

1,430万加入 
突破（2005.9） 
390万加入 
突破（2005.9） 
3,800万加入 
突破（2005.9） 

・01/非対称規制拡充 
　　 紛争処理委員会設置 

★利用環境整備に係る法制度整備 

・03/参入許可の廃止 
　  （登録制・届出制へ移行） 
　　 料金・約款規制の原則廃止 

・99/不正アクセス禁止法　・01/プロバイダ責任制限法　・02/特定電子メール法 

・97/接続ルール制度化 ・98/料金届出制移行 

97 交換機のデジタル化完了 

★89 放送法改正（受委託制度創設） 
92 通信衛星によるTV放送開始 

96 CATVを利用したインターネット接続事業開始 

＜衛星放送のデジタル化＞ 

＜ケーブルテレビのデジタル化＞ 

96 CSデジタル開始 

98 一部地域で開始 

00 BSデジタル開始 

＜地上放送のデジタル化＞ 03.1 東名阪で開始 06.04 ワンセグ開始 
06.12 全国県庁所在地 
　　   開始 ★99 放送法改正 

 （デジタル方式のテレビジョン放送等の導入関係） 
★01 電波法改正 
 （地上デジタル放送導入関係） 

★01 電気通信役務利用放送法制定 
02 電気通信役務利用放送開始 

CSデジタル放送 
122社（2005.12） 
提供事業者 
380社（2005.9） 
登録事業者（2005.12） 
衛星：47社、有線16社 

03 TV、電話、ネットの「トリプルプレイ」本格化 
 

05 民放が番組をインターネット配信開始 
　 「GyaO」等ブロードバンド動画配信の本格化
05 ポッドキャスティングの本格化 

（12月：JCOM及びKDDIサービス開始） 

デジタル化の進展 
 

ブロードバンド化の 
進展 

総務省「通信・放送の在り方に関する懇談会」資料により作成 

図表1-3-1 通信・放送の融合・連携に係る動向

１映像符号化技術は、膨大な情報量を持つデジタル映像を圧縮して記録、伝送するための技術である。この技術は数年間隔で新しい国際標準規格が
策定され、その度に符号化性能を向上させてきた。最新規格であるH.264/AVCは、現在、デジタル放送等で利用されているMPEG-2の2倍程度の圧
縮性能を有すると言われており、2006年4月から開始されたワンセグ等で実用化されている

1 通信・放送の融合・連携の背景
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0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

テレビ東京 

NTT

テレビ朝日 

東京放送（TBS） 

日本テレビ 

フジテレビ 

NHK

NBC Universa 
（GE） 

Viacom

News Corp

Walt Disney

Time Warner

0 40,000 80,000 120,000

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

グーグル 

ヤフー 

イーベイ 

楽天 

ヤフー（日本） 

各社の決算資料等により作成 

※　1ドル115円で換算  
※　売上高は、2005年4月～9月期の連結売上高。ただし、在米企業にあっては、
2005年第2四半期及び第3四半期の合計値。また、時価総額は2006年1月現
在 

 

※　 1ドル＝108.18（2004年1～12月の中心相場月中平均の平均）で換算 

各社のホームページの決算資料等により作成 
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図表1-3-3 日米の主要メディア企業の規模比較

2 通信・放送の融合・連携の意義
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総務省「通信産業基本調査」により作成 
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放送事業 電気通信 

図表1-3-2 通信・放送産業の市場規模（売上高）推移

２2004年度で約4.6兆円
３2004年度で約4兆円
４なお、実質GDPに放送産業が占める割合は、米国がおよそ1.3％であるのに対して、我が国では0.2％程度となっている
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1 映像・音声コンテンツのインターネット配信の
本格化

3 通信・放送の融合・連携をめぐる最近の動向

開始時期 提供主体 名称 サービス概要 受信端末 
 ケイ・オプティコム 

USEN 

 

ソフトバンク、Yahoo 

 

NTTコミュニケーションズ 

ビック東海 

 

ジュピターテレコム 

 

04/09 

05/04 

 

05/12 

 

04/12 

04/12 

 

05/01 

 

パソコン 

 

 

 

 

STB 

 

 

 

 

 

eo光ネット 

GyaO 

 

TVバンク 

 

OCNシアター 

おうちdeシアター 

 

J:COM 
オンディマンド 

映画・ドラマ、音楽、アニメ等6ジャンル 

映画・音楽・ドラマ・アニメ等11ジャンル 
（入会金、会費は不要） 

無料を中心とした約10万本のコンテンツ・広告主から収
入を得るビジネスモデル導入 

100タイトル見放題コース　カラオケ・情報コンテンツ等 

基本料金のみで毎月100タイトル見放題、映画・音楽・ス
ポーツ等最大1,000タイトル 

年間契約サービス・1日視聴サービス等を実施、無料番組、
映画、スポーツ等1,500タイトル以上 

総務省「通信・放送の在り方に関する懇談会」資料により作成 
 

図表1-3-4 主なブロードバンドネット映像配信事業の動向

事業者 配信対象 サービス名 サービス開始時期 主要なコンテンツ 

テレビ朝日 

東京放送（TBS） 

日本テレビ放送網 

日本放送協会 
（NHK） 

フジテレビジョン 

各社ホームページにより作成 

特定のバラエティー番組と連動したVODを提供 

グループのテレビ番組や映像コンテンツを提供 
ニュースや過去の人気テレビ番組等を提供 

権利許諾を得られた約200本の番組を複数のISP
事業者に提供 
1番組100～300円 

スポーツ番組やバラエティー番組を複数のISP事
業者に提供 
1番組210～525円 

テレビ東京 

－ 

TBS BooBo BOX

第2日本テレビ 

－ 

フジテレビ On Demand

テレビ東京ブロードバンド 
を通じた配信サービス等 

2005年8～9月 

2005年11月 

2005年10月 

2005年7月 

2005年7月 

2001年3月 

－ 

パソコン・STB向け 

パソコン向け 

パソコン・STB向け 

パソコン・STB向け 

パソコン・携帯向け 経済ニュースを自社のホームページや証券等の
ホームページを通じて配信。提携配信会社を通
じてアニメ番組を配信。 

図表1-3-5 放送事業者による映像配信サービスの事例

５データを受信しながら同時に再生を行う方式



平成18年版　情報通信白書32

第

章
1

SECTION 03

第　節3 通信・放送の融合・連携の動向

ユ
ビ
キ
タ
ス
エ
コ
ノ
ミ
ー

2 ネットワーク・端末等の共用化

（参考）インターネット放送とIPマルチキャスト
放送の違い

提供者 ジャンル 番組の概要 

J-WAVE 

エフエム東京 

エフエムインターウェーブ  

日経ラジオ社 

ニッポン放送 

abcdefg*record  

ビーイング（BEING GIZA STUDIO） 

ニフティ 

ライブドア 

ラジオ局系 

 

 

 

 

音楽レーベル系 

  

ポータルサイト 

 「TOKIO HOT 100」等放送中の3番組を再編集 

月曜から金曜までの放送中の「HONDA SWEET MISSION」の土曜版 

Inter FMのDJ陣によるトークや日替わり英会話が中心 

株式情報や競馬情報等、数十分間に及ぶ長い番組が多い 

有名人による独自番組を8タイトル提供 

インディーズレーベルによる所属アーティストの楽曲配信 

所属アーティストの新曲を紹介 

1,500タイトルのポッドキャストを紹介。落語や英会話が人気 

音声コンテンツポータル「ねとらじ」上で提供 

総務省「通信・放送の在り方に関する懇談会」資料により作成 

図表1-3-6 ポッドキャスティングの事例

総務省「通信・放送の在り方に関する懇談会」資料により作成 

ユニキャスト（1対1） IPマルチキャスト（1対多数） 

・5回の送信が必要 
・IPマルチキャス
トと比較し5倍の
帯域が必要 

・1回の送信でOK 
・利用者数にかかわ
らず帯域一定 

マルチキャストルータ
でIPパケットを複製 

提供主体 開始時期 名称 サービス概要 受信端末 

BBTV 

MOVIE SPLASH 

（光プラスTV）   

4th MEDIA 

オンデマンドTV

ビー・ビー・ケーブル 

 
KDDI 

 
オンラインティーヴィー 

アイキャスト 

03/03 

03/12 
 

04/07 

05/06

STB

ベーシック34ch、無料4ch、アラカルト3ch  

ベーシック25ch、オプション5ch
 

  

基本25ch、オプショナル18ch  

ベーシック21ch 

IPマルチキャストとは、ネットワーク上に配置されたIPマルチキャスト対応ルーターにおいてコンテンツ（IPパケット）を複製しながら、
指定された複数の利用者に対してコンテンツを配信する技術 

【例えば 端末5台に配信する場合】 

図表1-3-7 IPマルチキャスト放送の事例
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データセグメント 

ワンセグ 

携帯受信向け番組 ハイビジョン番組 

携帯電話一体型端末等 
による受信 据置型受信機等による受信 総務省「通信・放送の在り方に関する懇談会」資料により作成 

ワンセグの特徴 サービス開始の予定 

地上デジタル放送では、一つのチャンネルを13個のセグメ
ントに分割して、映像・音声・データを伝送 

2006年4月、三大広域圏等から、「ワンセグ」サービス開始。
12月には全国に拡大 

図表1-3-8 ワンセグの概要

ワンセグ開始直前の2006年3月に行われた調査によると、ワンセグの認知度は21.4％で、利用意向（「利

用したい」又は「どちらかと言えば利用したい」）については13.6％となっている。また、サービス内容を

見ないと何とも言えないとする意見も多くなっている（図表2）。

携帯電話等で地上デジタル放送を視聴できることの評価としては、「防災に役立つため良い」（15.9％）や「便利

になるため良い」（11.7％）、「新しいサービスが期待できるので良い」（7.6％）という積極的な評価が35.2％となっ

ている。一方で「小さな画面で視聴しない」（21.8％）や「外出中に視聴しない」（9.7％）という評価もある（図表

3）。

ワンセグの認知度C O L U M N

知っている 
21.4％ 
 

知らない 
76.2％ 
 

不明　2.4％ 
 

図表1 ワンセグの認知

利用したい　2.1％ 
 

どちらかと言えば 
　　利用したい 
　　　11.5％ 

サービス内容 
を見ないと 
何とも言えない 
32.4％ あまり利用 

したいとも 
思わない 
　20.0％ 

利用しない 
11.1％ 

分からない 
・不明　22.9％ 

図表2 利用意向

便利になる 
ため良い 
11.7％ 
 

新しいサービスが 
期待できるので良い　7.6％ 
 

防災に役立つ 
ため良い 
　　15.9％ 
 

外出中に視聴しない　9.7％ 
 

小さな画面で 
視聴しない 
 21.8％ 
 

分からない 
・不明　33.4％ 
 

（出典）総務省「地上デジタルテレビジョン放送に関する浸透度調査」 

図表3 携帯電話等で視聴できる
ことの評価
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3 通信・放送分野における事業者の相互参入・事
業連携

サービス名 電話サービス 
インターネット 
接続サービス 映像配信サービス 

3サービス込みの 
基本料金 ※1

※ぷららネットワークス 

※NTT 西 

※OCN（NTTコミュニケーションズ） 

※KDDI

※KDDI＋連携ケーブルテレビ会社 

※ソフトバンクグループ 

※ジェイコム東京 

ぷらら光　トリプルパック 
 
 

フレッツ光プレミアム※2 

（NTT西＋OCN＋オンデマンドTV） 
 

OCN 光 with フレッツ 
 
 

KDDI 光プラス 
 
 

ケーブルプラス 
 
 
 

Yahoo BB光 TV package 
 

J:COM 
 
 

※ぷららネットワークス提供 

※OCN提供 

※OCN提供 

※KDDI提供 

※KDDI提供 

※Yahoo BB提供 

※ジェイコム東京提供 

ぷららフォン for フレッツ間無料 
国内8.4円（3分間） 
 

ドットフォン間無料 
国内8.4円（3分間） 
 

ドットフォン間無料 
国内8.4円（3分間） 
 

光プラス間等無料 
国内8.4円（3分間） 
 

 県内8.4円（3分間） 
 県外15.75円/3分 
 
 

BBフォン間無料 
国内8.4円（3分間） 
 

市内8.3円（3分間） 
J:COM Phone間 5.3円（3分間） 
 

※ぷららネットワークス提供 

※OCN提供 

※OCN提供 

※KDDI（DION）提供 

※連携ケーブルテレビ会社提供 

※Yahoo BB提供 

※ジェイコム東京提供 

最大100Mbps 
 
 

最大100Mbps 
 
 

最大100Mbps 
 
 

最大1Gbps 
 
 

各ケーブルテレビ会社のサー 
ビスによる 
参考：最大100～20Mbps 
 
 
最大100Mbps 
 
 

最大30Mbps 
 
 

※オンラインティーヴィ（4thMEDIA）提供 

※アイキャスト（多チャンネル放送）、 
　オンデマンドTV（VOD）提供 

※OCN提供 

※KDDI提供 

※連携ケーブルテレビ会社提供 

※ビー・ビー・ケーブル提供 

※ジェイコム東京提供 

多チャンネル放送（50ch以上）、 
VOD（4～5,000本） 
 

多チャンネル放送（21ch、CS番組）、 
VOD（約3,000本） 
 

VOD（100タイトル見放題） 
 
 

多チャンネル放送（30ch、CS番組） 
VOD（約4,500本）、通信カラオケ 
 

各ケーブルテレビ会社のサービスによる 
参考：多チャンネル放送（100ch、地上・ 
BS・CS）等 

多チャンネル放送（41ch、CS番組） 
VOD（約5,000本） 
 

ケーブルテレビ多チャンネル放送（81ch、 
地上・BS・CS番組）、VOD（約3,500本） 
 

9,849円（一戸建） 
7,066円（マンション） 

8,683円（一戸建） 
7,024円（集合住宅） 

8,694円（一戸建） 
6,174円（集合住宅） 

9,555円（一戸建） 
7,245円（マンション） 
（KDDIまとめて割引適用時） 

各ケーブルテレビ会社に 
より料金は異なるがJCN 
千葉の場合 
9,496円 

7,234円（一戸建） 
4,189円（集合住宅） 

11,350円 

 

総務省「通信・放送の在り方に関する懇談会」資料により作成 

※1　テレビ放送にベーシック多チャンネル放送プランを選んだ場合の料金を基本としているが、各サービス内容が異なるため、一概に料金の比較はできない 
※2　フレッツ光プレミアムについては、インターネット接続サービス、映像配信サービスについては、他のサービス提供会社を選択可能 

図表1-3-9 トリプルプレイサービスの事例
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発表時期 事業連携の内容 サービス検討内容 

2005/5

2005/9

2005/9

2005/12

2005/12

2006/2

インデックス、民放キー局等＊を引受先とする第三者
割当増資 
＊スカイパーフェクトコミュニケーションズ、フジテレビジ
ョン、東京放送、日本テレビ放送網、テレビ朝日 

ワンセグなど放送とモバイルメディアが結合する領域
へ積極取組 

東京放送、三井物産 
「携帯電話インターネットサービス事業の新会社TMモ
バイル企画を設立」 

ワンセグのデータ放送領域を活用した携帯電話インタ
ーネットサービス事業における、新たな事業展開を検
討 

東京放送、イーアクセスの携帯電話事業子会社イーモ
バイルに出資 

ワンセグへの対応、モバイルブロードバンドに対応し
たコンテンツサービスの企画、放送とデータ通信が　
連携する、番組連動型サービスの提供等を検討 

インデックス、テレビ局9社＊に第三者割当による新
株発行及び業務提携 
＊朝日放送、名古屋テレビ放送、テレビ東京、讀賣テレビ放送、
関西テレビ放送、毎日放送、東海テレビ放送、中部日本放送、
中京テレビ放送 

ワンセグ向けのシステム開発、テレビとモバイルを連
動させたコマースビジネス、モバイルコンテンツを活
用したテレビとの連携ビジネス 

NTTドコモ、フジテレビジョンの株式を取得 通信と放送が連携した新しいサービスの開発を検討 

NTTドコモ、日本テレビ放送網と業務提携 ワンセグ向けデータ放送とiモードの連携サービス共
同開発。携帯向け配信番組制作のコンテンツファンド
（LLP）設立 

2006/3 KDDIとテレビ朝日 
ワンセグの共同事業検証（業務提携） 

ワンセグサービスとEZweb上の様々なサービスが連
動する試験サービスの実施。ビジネスモデル・サービ
スモデルの確立に向けた共同検討・検証 

2006/5 日本テレビ放送網、リクルート 
「ワンセグ」を活用した「放送・通信連携サービス」で業
務提携  

リクルートの雑誌と日本テレビのワンセグを連携させ
た飲食店検索及びクーポンサービスを提供。ワンセグ
のデータ放送領域内にサイトを共同構築 

 

各社ホームページにより作成 

図表1-3-10 「ワンセグ」に関する放送事業者と他業種の事業連携の事例

4 通信・放送の在り方に関する懇談会


